
事前学習ビデオ

看護師向け胸膜中皮腫
包括ABCケア教育プログラム

事前学習ビデオ

⑨アスベスト被害者遺族の語り

写真・ビデオ撮影およびSNS投稿などはご遠慮さい。



発電所で溶接工をしていた主人は２００１年に

アスベスト関連の肺がんで亡くなりました。

私の人生は、夫が死んでから全く変わってしまい
ました。

労災申請をする経過で、夫が危険でひどい環境で
働いていたことを知りました。

職員は、職場で安全指示を受けておらず、

換気システムも防護装備もありませんでした。



希望する治療やケアを受けられること

患者の希望を叶えることが、

患者さんのQOLを挙げ、

ひいては家族のQOLの向上、

遺族へのグリーフにつながります。

とにかく不安が強い！安心させてあげて！

看護師や医療スタッフに
望むこと、わかってほしいこと



中皮腫患者さんは
こんな方が多いです

ザ・職 人

病院は嫌い、病院は怖い 医者は雲の上の人

仕事仲間以外は話した
ことが無い
口下手

人にいいところを見せたい
例）できないことできるふりを
する
痛いのに我慢する

体が資本だったから

病気になると自信が打
ち砕かれる

労災申請は恥ずかしい

実は気が小さい



・こんなことを言ったら馬鹿にさせるかも

・看護師さん忙しそうだから、、、

 「大丈夫」と強がってしまう

ええかっこしいです



ナースに話しかけるのは勇気がいります

患   者「痛いんです」 最大限の勇気

ナースB「痛いんですね」

顔をみて聞いてあげてください



辛いことをどう話していいか
わからないときがあります

そんな時は、貝のようにだまってしまいます

そばにいて、

優しく声をかけてあげてください。



・昔の仕事の武勇伝を聞いてあげる

・家族が面会に来た時に、

にっこり会釈をしてあげる、

声をかけてあげる

これだけで、元気になります

話の糸口が見つからないときは
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